
シ
キ
ーー
シ
ケ

シ
キ
ナ
ミ
政
一
一泊

m羽
咋
郡
日
知
院
内
芯
紙
庄
に

邸
す
る
部
務
0
4

Y
ク
ナ
ミ
政
彼
。

シ
キ
ム
ラ
キ
ロ
ク
ロ
ウ
数
村
喜
六
回
万
工
八

太
夫
殺
容
の
子
で
、
家
梁
の
鍛
冶
を
股
し
、
金
審
慌

の
大
破
打
と
な
っ
た
o
前
回
震
敬
か
ら
続
出
千
十
二

の
名
を
受
け
た
大
破
訂
は
こ
の
子
山
町
で
あ
る
。

ジ
キ
モ
ノ
ガ
主
リ
時
規
物
語

一
冊
。
一
名
献

上
之
御
時
組
問
衆
部
用
法
之
箆
O

法
際
高
預
が
お
永

二
年
三
且
に
mw
い
た
・
も
の
で
、
天
保
九
年
館
中
の
波

枕
民
が
館
副
毘
か
ら
酬
明
へ
m
問
。
.
掛川
伎
に
献
上
し
た

時
計
の
南
来
な
ど
を
記
し
て
あ
る
。

シ
h
y
ナ

ミ

磁

波

羽

咋

郡
白
知
院
内
芯
剖
庄
に

シ
a
M
V

邸
す
る
押
出
世
間
。
宿
村
が
ま
だ
火
災
に
槌
ら
ず
し
て
宿

腕
で
あ
っ
た
域
、
そ
の
磁
び
に
出
来
た
の
で
宿
前
村

と
稽
し
た
の
だ
と
い
ふ
。
後
年
そ
れ
を
両
分
し
、
南

シ
キ
L
T
E

方
拡
府
領
な
る
を
放
浪
と
い
ひ
、
そ
の
北
加
賀
滞
領

な
る
を
政
設
と
熔
し
た
。
一
也
記
に
、
政
披
を
布
伎
に

作
っ
た
も
の
も
あ
る
。
天
正
八
年
前
凹
利
家
の
能
管

の
で
あ
ら
う
と
は
、
前
人
の
阪
に
論
じ
た
所
で
あ

る
。
放
に
是
今
副
社
の
祭
跡
は
、
結
然
某
比
古
・
某

比
時
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
然
る
に
後
間
の
跡
入
、

強
ひ
て
開
閉
周
知
の
榊
祇
を
援
し
、
以
て
一
岬
枇
の
館

山
聞
を
綾
は
ん
と
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、
時
を
異
に
す

る
に
従
う
て
慾
に
之
を
改
め
、
局
に
道
だ
し
き
紛
維

を
生
ぜ
し
め
た
。

シ
キ
ナ
イ
ト
ウ
キ
ユ
ウ
シ
ヤ
キ
式
内
等
一
旗
枇
記

加
賀
凶
式
内
等
笛
祉
担
・能
E
W
凶
式
内
等
笥
祉
担
・越

中
閥
式
内
等
一
泊
枇
促
各
一
巻
あ
っ
て
、
式
内
枇
そ
の

他
山
田
祉
の
沿
革
を
附
却
に
飼
げ
、
『
山
政
郎
二
年
契
巳
間

六
月
什
六
日
即
日
制
之
端
、
間
引
七
日
校
合
了
。
』
の
奥

山
告
が
あ
り
、
白
山
長
夜
家
の
郎
被
と
し
て
僻
へ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
本
併
を
叉
三
州
式
内
枇
犯
と
い
ふ

こ
と
も
あ
る
。

シ
グ
ン
ノ
オ
ト
ナ
四
郡
の
長

越
引
開
緑
町
討
に

は
四
制
の
仰
と
鋭
い
て
あ
る
o
m
u
説
に
鳥
越
の
弘
願

寺
・磁
部
の
勝
願
寺
・
木
越
の
光
徳
寺
・
育
限
の
郭
光

寺
の
こ
と
で
あ
る
と
い
ふ
が
、
山
削
の
三
者
は
河
北
部

に
在
旬
、
他
の
一
つ
は
石
川
市
に
在
る
か
ら
、
そ
れ

そ
四
都
の
長
と
い
ふ
こ
と
は
疑
は
し
い
。
こ
れ
は
宮

地
論
に
四
聞
と
閉
山
し
て
mm
る
の
そ
部
解
し
た
の
で
あ

ら
う
。
故
に
天
文
日
記
十
三
年
二
且
十
二
日
の
伎
の

『加
州
長
衆
川
一
紘
一
以
山
一
一
明
烏

R
・青
物
治
之
0
』
と
あ

る
に
よ
っ
て
、
附
山
本
栄
と
略
同
一
な
る
も
の
に
、
長

泉
と
い
ふ
の
が
府
た
と
す
る
設
に
従
ふ
べ
き
で
あ

る。

J
イ
ツ
コ
ウ
イ
ツ
キ
一
向
一
技
会
ハ
、
加
の

に
人
同
し
た
時
、
初
め
て
こ
の
地
に
開
た
と
い
ひ
、

そ
の
信
跡
を
御
飯
尽
跡
と
名
づ
け
る
。

シ
タ
ナ
ミ
カ
ツ
セ
ン
恐
波
合
戦
弘
治
三
年
結

時
加
賀
に
脱
走
し
て
ゐ
た
描
労
景
陥
の
隠
山
被
段
物

直
秋
等
は
羽
咋
郡
蚊
披
に
H
M
入
し
た
の
で
、
七
尾
方

の
平
加
賀
約
震
・州中
斐
庄
家
繁
・松
百
越
後
町
智
之
脅
滋

限
し
、
山
引
は
敗
れ
て
鎚
取
明
一
脚
枇
印
刷
な
る
山
際
の

織
に
防
止
っ
た
が
.
や
が
て
地
引
等
来
援
し
て
七
尾

勢
を
破
り
、
志
却
に
ま
る
ま
で
抑
領
し
、
制
郡
の
大

牢
を
そ
の
手
に
邸
せ
し
め
た
。

ジ
グ
ル
マ
地
車

金
制
刊
に
て
戸
霊
山
の
切
石
を

引
出
す
お
に
工
夫
し
た

m。
御
手
木
小
町
側
日
立
太

夫
等
凶
人
の
考
案
に
よ
り
、
穴
生
方
正
木
茜
左
衛
門

に
能
否一口し
、
貸出悶
十
二
年
初
め
て
中
山
か
ら
石
粉
を

迎
搬
す
る
に
使
用
し
た
が
、
従
来
の
釣
石
の
方
法
に

よ
る
恕
媛
よ
り
も
非
常
に
利
似
脅
得
た
。

シ
タ
ン
ア
ン
此
君
庵

金
仰
の
制
人
生
駒
成
子

の
陪
蹴
で
あ
っ
た
が
、
明
治
に
主
り
伊
際
谷
鴻
が
京

凡
し
て
此
君
賂
二
代
と
抑
制
し
た
。
向
日
政
の
頃
に
頃

夫
が
此
君
附
と
総
し
て
ゐ
ろ
が
、
こ
れ
は
則
で
あ
ら

，、
。

シ
ケ
イ
死
刑

務
政
初
期
で
は
抑
制
凶
殺
伐
の
治

風
荷
受
け
て
、
行
刑
頗
る
峻
山
師
、
死
刑
の
師
刷
新
に
牛

刷出
・似
引
・
笠
前
八
火
災
・
生
釣
刷
な
ど
も
あ
っ
た
が
、

元
級
以
降
こ
れ
ら
は
全
く
媛
せ
ら
れ
て
、
際
・
円
副
首

生
削
・
斬
等
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
。
こ
の
時
代
で
は
刑

と
非
と
の
杭
協
を
混
じ
て
、
死
刑
は
楠
ね
死
皿
作
と
い

は
れ
て
ゐ
る
。
死
刑
は
公
郁
揚
稽
行
の
み
執
行
し

た
。
川
容
行
等
の
鍛
恕
し
た
非
人
は
、
初
め
そ
の
奉

行
で
死
刑
に
山
惜
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
後
に
は
公
附
削

減
に
治
致
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
死
刑
執
行
日
は
古

〈
従
航
寺
に
選
定
せ
し
め
た
文
献
が
あ
る
。
後
附
に

は
除
日
と
都
し
て
、
円
相
府
又
は

MM
の
忌
日
容
に
は
之

脅
執
行
せ
ぬ
。
叉
立
政
四
年
正
且
、
特
別
の
場
合
を

除
〈
外
、
死
刑
は
之
を
秋
冬
に
於
い
て
す
と
定
め
た

の
は
、

wm前
創
立
の
際
拠
出
の
修
認
を
受
け
た
岱

で
、永
制
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
死
刑
に
日
る
者
、

そ
の
判
決
断
又
は
刑
の
執
行
前
に
死
ん
だ
時
は
、
古

く
死

M
K宵
磁
刑
し
た
が
、
手
保
一
泊
年
抗
且
か
ら
之
を

燥
し
た
。
大
槻
籾
元
は
自
殺
の
後
生
胴
の
宣
告
を
受

け
、
銭
同
国
荒
兵
術
は
窄
死
の
後
際
刑
の
貿
告
や
一
受
け

た
が
、
向
山
口
刑
そ
科
し
な
か
っ
た
の
は
、
亭
保
抗
年

目
制
に
従
う
た
の
で
あ
ら
う
。

シ
ケ
イ
雌
渓

J
メ
ダ
ニ
縫
谷
。

シ
ケ
イ
キ
眠
景
観
誠
一
際
一
品
競
が
文
政
七
年
五

長。〉ジ

ケ

寺

宗

一
日
ヶ
珠
洲
部
三
附
郷
に
印
す
る

部
稿
。
今
品
川
俗
寺
家
を
さ
し
て
三
附
と
も
い
ふ
こ
と

も
あ
る
。

ジ

ゲ

地

下

惣
百
姓
を
い
ふ
。
天

E
十

一
年
前

m利
家
の
印
容
に
、
『地
下
之
儀
可
肝
煎

m
m製
候

也
。
』
と
あ
る
の
は
是
で
あ
る
。
し
か
し
肋
抗
議
に
僻
す

る
時
は
、門
固
定
た
る
も
の
キ
。
除
い
た
す
べ
て
の
段
民

を
あ
ら
は
す
こ
と
も
あ
る
。

一ー

且
か
ら
安
保
十
二
年
二
月
ま
で
の
工
夫
に
よ
っ
て
完

舗司
ツ
'

L
V
岨

'
d

l

成
し
た
も
の
で
、

一
名
四
能
諒
と
も
い
ひ
、
時
刻
・

筑
間
・綜
位
・方
位
の
側
係
を
悲
し
、
此
の
四
つ

の
内

二
つ
を
知
れ
ば
、
他
の
二
つ
は
日
経
に
よ
っ
て
測
り

得
る
仕
組
の
機
械
で
あ
る
。
時
刻
剖
は
十
三
訓
今
一mm

ひ
て
ゐ
る
。

ジ
ケ
イ
ジ

慈
渓
寺
自
白
刑
制
袖
仲
間
に
在
っ
て
、

附
口
澗
宗
に
凪
し
た
が
、
今
は
無
い
。
永
松
六
年
八
H
A

九
日
附
惣
持
寺

へ
の
帯
地
紋
に
、
能
州
賀
品
川
印
刷

山
慾
探
寺
前
住
且
印
伸
明
珠
座
元
副
脚
附
と
見
え
る
。

重

住

能

袈
仰
板
津
郷
に
臨
す
ら
郎

........ 
J、

シ
ゲ
ズ
Z

W

問。
シ
ザ
ツ
グ

霊

繕

加

犯

の
万
工
。
初
代
入
・
太
夫

は
加
州
佐
丹
波
大
縁
際
原
琵
綴
、
二
代
八
太
夫
は
加

州
佐
距
綴
と
切
り
、
一
一
一
代
吉
郎
兵
術
室
綴
に
一
半
っ
て

撲
を
隠
し
た
。
卒
係
五
年
正
且
金
滞
鍛
冶
町
m則
的
H
K

右
術
門
貸
屋
越
前
屋
苦
郎
兵
衛
の
同
絡
mu
に
、『
紙
文

章
織
八
太
夫
、
越
前
下
坂
股
綴
読
伯
笥
守
貞
次
弟
子

に
て
、
八
十
年
古
川
以
前
金
持

へ
池
越
、
刀
鍛
治
仲
間

へ
相
加
。
、
訂
物
御
用
料
助
、
元
政
一
花
却
病
死
。
父

量
制
刷
入
太
夫
、
三
十
年
以
前
よ
り
打
物
御
用
制
到
、

正
徳
四
年
病
死
。
常
置
綴
虫
色
町
郎
兵
衛
は
父
入
太
夫
よ

り
笥
受
研
候
盛
、
勝
手
間
一
明
細
工
道
具
等
所
持
不
致

に
刊
、
刀
鍛
冶
妥
止
悩
在
。
』
と
記
す
る
。

シ
ゲ
ツ
ヰ

霊
常
加
自
の
刀
工
。
加
州
付
川
後

守
際
原
京
府
間
と
切
旬
、
w川
文
民
。
越
前
則
原
山
市
舎内山

と
同
人
で
あ
る
。

シ
ゲ
ト
シ

霊
年

日
げ
邸
主
制
中
川
旧
日
郷
切

聞
の
内
の
小
手
。

シ
ゲ
ト
モ

霊

友

能

安
部
能
決
庄
に
回
し
て
ゐ

た
。
円
前
郎
三
年
二
且
仲
限
級
点
の
桜
献
に
飯
怜
川
初

(
務
官
市
外
京
友
村
と
い
ひ
、
建
仁
元
年
七
且
梨
の
越

欽
に
能
楽
御
庄
内
覧
友
保
と
見
え
、
安
点
二
年

λ
H

圃圃


